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Best Papers 賞ご受賞おめでとうございます

遠藤　俊徳（BP賞選考委員長）

　日本遺伝学会では「21世紀の遺伝学を切り開く意欲あふれる研究を奨励し、日本の遺伝

学の発展に資する」ことを願い、才能と情熱を傾けた結果としての発表を選抜褒賞し、研

究者育成の一助となることを目指して2001年に Best Papers賞を開始しました。意義深い

研究成果を発表し、わかりやすい言葉と資料によって伝えることに成功し、投票によって

選ばれた演題発表者へ贈られる賞です。受賞者の皆様には、心より敬意を表します。受賞

対象は限定されませんが、特に駆け出しの研究者にとっては、受賞歴が履歴書を飾る貴重

な一行となるはずです。同じ権利が共著者にもあります。本編では、第89回大会で Best 

Papers（BP）賞に選ばれた 9演題について、受賞者の研究紹介記事を掲載しています。受

賞演題から数題が次期大会のプレナリーワークショップ演題として選ばれます。多面的に

評価された演題は、内容・発表ともに質が高く、異分野でも参考になるものばかりのはず

です。総会前の他講演と重ならない時間枠に発表時間が設定されておりますので、ぜひご

聴講ください。

　遺伝学（genetics）は遺伝（heredity）と多様性（variation）の学問であり、日本語では

同義的に見える用語が英語では明確に区別されています。現代の遺伝学は Batesonによる

学問分野創設から一世紀が経過し、概念や方法論を含めて大きな進化を遂げました。多様

性の基盤として、遺伝子の担体分子 DNAの単塩基多様性や化学修飾状態も遺伝学の一部

となり、 1細胞の DNAとその発現制御の情報・状態、腸内や体表、環境の細菌叢さえも

詳しく解析できるようになりました。遺伝子型と表現型の間のデジタル的な関係では割り

切れない現実の生命現象を理解するためのツールが揃ってきたわけです。まさに 1世紀を

超える膨大な積み重ねという“巨人の肩に乗り”、さらに先の未来を切り開く研究の環境が

整ってきたと言えます。その一方、分子生物学野が重視されるあまり、高校教科書からメ

ンデルの法則を含む遺伝学がバッサリ切落とされています。誤解を生みやすい専門用語と

概念の分かりにくさが、中等教育に不必要と判断させる要因であったかもしれません。遺

伝学会では昨年の「遺伝単」発刊を通じて用語刷新提案と難解概念の解説を行い、さらに

文部科学省への教育要領見直し提案などの活動を行いました。引き続き皆様のご支援をお

願いするとともに、ご提案もお待ちしております。

　最後になりますが、遺伝学会および大会は関わった皆様すべての貢献によって成り立っ

ています。皆様に厚くお礼を申し上げ、巻頭言とさせていただきます。
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　温度は生体反応に直接的に影響する環境情報です。その
ため、温度情報に対する感知・応答は、生命の生存と繁栄
に必須の生体システムと考えられます。私たちはこの分子
機構を解明するためにシンプルな実験モデルとして線虫 C. 
elegansの低温耐性メカニズムを指標に解析しています。低
温耐性とは、20℃で飼育された野生株は 2℃の低温におか
れると生存できませんが、15℃で飼育された個体は、 2℃
の低温に置かれても生存できるという現象です（図 1）。こ
れまでに、低温耐性は単一の温度受容ニューロンで制御さ
れ、温度情報は 3量体 Gタンパク質を介して伝達されるこ
とが明らかとなっています（図 2）1-3)。そこで、 3量体 G
タンパク質の上流に存在すると考えられるGタンパク質共
役型（GPCR）の温度受容体の同定を試みています。新規
温度受容体の候補を絞るために、まず線虫ゲノム中に存在
する約1,700個のうち約1,000個の GPCR遺伝子について網
羅的なRNAiスクリーニングを行っています。その中で、顕
著に低温耐性異常を示した13個の GPCR遺伝子を同定しま
した。さらに次世代 DNAシークエンサーを用いた 1細胞
トランスクリプトーム解析を用いて、温度受容ニューロン
と温度を受容しないニューロンで発現している RNAの種
類や量を比較し、飼育温度依存的に遺伝子の発現量が変動
していた10個の GPCR遺伝子を同定しました（図 3）。そ

Ⅰ

こで、これらの候補遺伝子について、CRISPR/Cas9によっ
てノックアウト系統を作製し、低温耐性を解析しています。
これまでに低温耐性に顕著な異常を示す変異体がそれぞれ
のスクリーニングより 1系統ずつ見つかっています。さら
に、これら 2つの遺伝子の発現細胞を解析したところ、温
度受容ニューロンである ASJ感覚ニューロンを含めた複数
の頭部のニューロンで発現が観察されました。
　今後は、これらの GPCR遺伝子が本当に温度受容に関わ
るかを調べる必要があります。そのためにまず、ノックア
ウト変異体の温度受容ニューロンでの温度応答性を Ca2+イ
メージングによって生理学的に解析しています。次に候補
GPCR遺伝子を、温度を受容しない感覚ニューロンで強制
的に発現させ、温度刺激に対して反応するようになるかを
測定する予定です。また、温度受容体候補 GPCR遺伝子を
培養細胞に発現させ、温度に対する応答を直接的に電気生
理学的に解析する共同研究も進めています。

引用文献
1） Ohta, Ujisawa, Sonoda, Kuhara, Nature Commun., 2014
2） Sonoda, Ohta, Maruo, Ujisawa, Kuhara, Cell Reports, 2016
3） Ujisawa, Ohta, Uda-Yagi, Kuhara, PLOS ONE, 2016
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図 1　C. elegans の低温耐性
25℃もしくは20℃で飼育した個体は 2℃の低温を与えると死んでし
まうが、15℃で飼育した個体は 2℃の低温を与えても生存できる。

図 2　低温耐性における温度受容の既知の分子
低温耐性において、温度情報は頭部の ASJ感覚ニューロンで 3量体
Gタンパク質介して伝達される。温度受容体は未同定である。

図 3　新規のGPCR型温度受容体の単離を目指したスク
リーニング
（A）線虫ゲノム中にある GPCR遺伝子約1,700個のうち約1,000個
をそれぞれノックダウンし、低温耐性の異常を確認している。（B）
温度受容ニューロンである ASJ感覚ニューロンと、温度受容をしな
いニューロンである ASE感覚ニューロンとで、発現する GPCR遺
伝子の比較を行っている。
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B P 賞 選 考 内 規

1  概　　要
Best Papers（BP）賞の選考には BP賞選考委員が当たる。選考委員会は、以下の規定による BP賞投票権者の投票結果
を集計し、その得票数に従って、BP賞受賞講演を選考する。選考結果は、オブザーバーとして選考委員会に出席する遺
伝学会会長と大会準備委員長の承認を経て、正式なものとされる。

2  BP 賞投票権者
評議員会メンバー（会長、幹事、役員、評議員）、編集委員と編集顧問および各セクションの座長を投票権者とする。BP
賞選考委員に任命されても投票権は失わないものとする。

3  BP 賞選考委員
BP賞選考委員は、本部企画として企画・集会幹事が発議し、毎年幹事会内に設置する。委員は、学会長と大会準備委員
長の承諾を得て企画・集会幹事が選考し、幹事会の承認をもって正式なものとする。委員会の構成は通常以下のような
ものとする。
1）各幹事と大会準備委員会メンバー若干名（プログラム委員が望ましい）。
2）必要な場合は、評議員や編集委員からも委員を選考することができる。
3）学会長と大会準備委員長はオブザーバーとする。
4）委員長は、会長と大会準備委員長の承認を得て、委員のなかから選ばれる。

4  投票方法
1）投票用紙：投票は記名投票として、投票用紙には「投票者氏名欄」「全ての講演番号」「チェック欄」「推薦欄」「備
考欄」を入れる。

2 ）投票用紙の配布：BP賞投票権者には BP賞選考内規と投票用紙を前もって本会から郵送する。紛失した場合などは、
大会事務局で代わりをもらうことができる。

3 ）評議会メンバー・編集委員・編集顧問の投票（一般投票）：聴講した講演はチェック欄に“レ”印を入れる。その中
で、特に優れた講演を◎、優れた講演を○で、推薦欄に記す。◎と○は、合わせて 1割程度とする。なお、投票者
自身が共著者になっている講演は、備考論に「キ」と記し、それを推薦することはできない。

4 ）座長の投票（座長推薦）：司会した講演にチェック欄に“ザ”を記す。その中から、特に優れた講演を◎、優れた講
演を○で、推薦欄に記す。該当無しでも構わないが、必ず投票すること。この投票を「座長推薦」とする。また、座
長は、聴講した講演に対しても投票することができる。この投票は、上述 3）一般投票の方法に準拠する。

5 ）重複推薦：評議会メンバー・編集委員・編集顧問が座長となった場合は、上記 4）座長の投票に準拠する。
6 ）投票箱の設置：大会本部に投票箱を設置する。投票終了は大会全日程終了後とし，それ以後の投票は認めない。

5  集計と選考の方法
1）開票：投票終了後、複数の選考委員立会いのもとで、直ちに開票する。
2 ）集計方法：一般投票と座長推薦は別々に集計する。一般投票に関しては，聴講数と推薦数を別々に集計し、それぞ
れの講演の「得票率」を計算する。また、「座長推薦」された講演のリストを作成する。

3 ）選考方法：一般投票による得票率順を明らかにした上で、分野別のバランスを考慮し、座長推薦の結果を適当な比
率で換算し得票率に加算する。この合計得票率順に BP賞受賞候補講演を選考する。座長推薦の比率は選考委員会
で協議して決める。

4 ）BP賞受賞講演の承認： 3 ）の結果を、オブザーバーとして参加している会長と大会準備委員長に諮り、その承認を
経て正式な BP賞受賞候補講演とする。

5 ）BP賞受賞講演数： 1 0講演程度を目安に選考するが、分野間のバランスなどを考慮し、ある程度の増減はできるも
のとする。

6  選考の公正および選考委員・オブザーバーの辞任
1 ）集計が終わった段階で、選考委員およびオブザーバー自身が共同発表者となっている講演が、受賞講演予定数の 3
倍以内の順位にノミネートされていた場合、直ちに選考委員およびオブザーバーを辞任する。この処置により、選
考委員が激減する場合は、選考委員会は新たな委員を招聘することが出来るものとする。

2）なお、辞任した選考委員およびオブザーバーに関しては、その氏名をそれ以後のサーキュラー、学会ホームページ、
大会ホームページ等からは削除する。

3）こうした処置により、選考委員やオブザーバーになっていても、BP賞の受賞チャンスを失うことがないようにす
る。

7  BP 賞の発表
1 ）選考委員会で正式決定した BP賞候補の筆頭講演者には、その旨通知するとともに原稿を依頼する。
2）期限内に原稿を受理した BP賞候補のみを正式な BP賞と認め、その筆頭講演者に講演者全員分の賞状を発送すると
ともに、受理した原稿を本会記事やサーキュラー、学会ホームページ、あるいは大会ホームページ等に掲載する。

3）期限内に原稿を受理できなかった BP賞候補に関しては、受賞を辞退したと見なし、BP賞のリストから削除する。
8  雑　　則

この内規に定めるもののほか、この内規の施行については必要な事項は、日本遺伝学会幹事会・評議会の合意をもって
定める。

附　　則
この内規は、平成19年度遺伝学会岡山大会から施行する。　
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